
 

 

 

 

 

 

 

ローソン常盤榊店のトイレの中に掲示していた絵に魅せられて、その絵を描いた人に会ってみたいと思いまし

た。早速、店長の小田桐さんに「あの絵を描いた人は・・・」と尋ねると、店長の息子さんが描いた絵であるこ

とが分かったと同時に、なんと、自分が以前に取材して記事（68 号）にした『らみぃ』さんにも、その絵が飾

られていることを知って、またまた「ビックリ！」でした。そして、6月8日（土）に『らみぃ』さんで、その

絵を描いた小田桐昌平さん（弘前市出身26歳）を取材することにしました。 

 

自分を描く～あなたに届けたい心の景色～  

安原にあるコミュニティーカフェ『らみぃ』のテーブル席の奥に 

昌平さんが描いたなまはげの絵が飾られています。持って生まれた 

障がいというハンディキャップにも負けず、毎日仕事に励んでいます。 

昌平さんがまだ養護学校に通っていた頃、校内で『紙工班』に所属して 

いて、そこで『紙すき』をしていました。ある日のこと、養護学校で 

バザーを行うことになり、出し物の一つとしてカレンダーを販売する 

ことになりました。昌平さんは元々思ったことを積極的に発言するのが 

好きだったこともあり、当時の担任の小野先生に、その心のつぶやきを文字にしてみてはどうか？と勧
すす

め

られて文字を担当することになりました。そこで昌平さんの秘められた才能が開花します。発売したカレ

ンダーは瞬
またた

く間に完売。次年度からは文字だけではなく、挿絵をつけることにも挑戦。いつからか昌平さ

んにとって、絵を描くことが言葉を発すること以外の表現方法の１つになりました。  

 

当時の担任で、現在は『らみぃ』でお仕事をされている小野先生は、

「学生時代から『紙そのものに触れる』という原体験があり、その経験

から派生して、現在の絵を描くことにつながった。幼少期の養護学校で

の原体験はその後の社会との繋がりを考えるうえで、本人の視野を広

げ、更にその人自身の生きがいにもつながっていくんだ」と話してくれ

ました。カレンダーに使用する季節の絵を描くことで、季節の変化に敏

感になり、題材を探すことで自分の外側にあるものに関心を持つよう

になったそうです。そんな昌平さんには大きな夢があります。それは、

『いつの日か 24 時間テレビに出演すること』同じ障がいを持つ方々

がテレビを通じ、多くの感動と勇気を与えている姿を見て、いつか自分

の描いた作品で人々に勇気を与えたいと思うようになったそうです。  

 昌平さんの描く作品は今日も見る人の心に 

力強いメッセージを伝えてきます。  
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秋茄子は嫁に食わすなと言われていますが、

その理由はご存知でしょうか？ 

 実は複数の説が伝えており、「秋のナスはその

美味しさのあまり、嫁に食べさせたくない」と

いう嫁いびりのための説と、「秋のナスは体を冷

やすのと、タネが少ないので子宝に恵まれない」

という両極端な言い伝えがあります。 

 秋のナスが美味しい理由は気温の寒暖差によ

りうまさが凝縮され、夏の栽培から木の体が出

来上がっていて、皮が柔らかく、タネが少ない

ため美味しいのです。 

 諸説の云々は別として秋茄子が 

美味しいことには変わりありませんね。 

 

豆 知 識  

青森県立弘前工業高等学校では、お城隊と呼ばれる団体でボランティア活動を行っています。正式名称はテク

ノボランティア「お城隊」です。きっかけは本校創立１００周年記念事業の一環だったそうです。弘前城の築

城４００年祭と併せての活動でした。全校生徒、全職員が参加しています。 

校舎に隣接している弘前公園では毎年弘前さくら祭りが行われます。その他にも弘前工業高生は日常的に通学

路として利用したり、地域住民の方々も散歩をしたりと、私たちの生活に密着した公園となっています。その公

園内にゴミや吸い殻が落ちているのを目にすることがあります。そこで私達は日頃の感謝を込めて、地域貢献の

ためお城隊の活動を行っています。非常に意義のあることだと思います。実際の活動としては、全校生徒をクラ

スで分け、そこからさらに１０人程度のグループに分かれます。各班の代表者は、お城隊と印字されたビブス  

（ゼッケン）を着用します。その後、実施要項にある清掃区域をそれぞれの班が回り、ゴミ拾いを行います。 

この着用しているビブスは活動開始当時、生徒会がデザインしたものだそうです。この他にも、お城隊は各学

科の特色を活かし、公園内の修理・補修やガイド、また調査・研究も行っていきたいです。 

始まりはまだ浅く、今年度で９年目となる事業ですが、弘前工業の伝統となり、さらに地域貢献し、 

地域の方々と連携していければ良いと思います。 

ここで紹介される以前に、アップルウェーブ『つなげよう
市民の力』でボランティア活動が紹介されたり、以前の記事
で名前が出てしまっていますが改めまして。 
ただの農家のおっさん藤田祐平です w 

 身近にある物事でも、ボランティアと呼ばれる行為はある
ものですが、今一歩先に進むべくボランティア支援センター
の門を叩いたところ、記事を書く流れになりました。 
実際にやってみて思うことは読む人に合わせて書くという

ことは、論文のように自分の訴え、思考を綴るのとは違い難
しく、才の無い自分には難しくもありますが、経験を積ませ
ていただいております。 
 若輩ではありますがスタッフの皆様、読者の皆様 
よろしくお願いいたします。 

 

編 集 後 記 

☆まちづくりを FM ラジオで発信☆ 『つなげよう！市民のチカラ！』 
弘前市では、市民のみなさんとの協働によるまちづくりを進めるため、まちづくりの基本的なルールを定めた「弘

前市協働によるまちづくり基本条例」を平成 27年につくりました。 

「弘前市をより良いまちにするために、ひとりひとりができることから始める」ための第一歩は「まちづくりって

何だろう？私にもできるの？」と興味を持つことです！そのきっかけとなるように、実際にまちづくりを行っている

町会や NPO をはじめとする様々な団体・市民のかたが生出演し、活動の魅力などを発信するラジオ番組『つなげよ

う！市民のチカラ！』を放送しています。 

この番組は、FM アップルウェーブ（78.8MHz）、「わがまま WAVE It's Cool!」内のコーナーで、毎月第 4 日曜

日、午後 5時 10分頃から放送しています。 

平成 27年からこのコーナーが始まり、なんと！6 月の放送で通算 50 回目を迎えました！これからもこのコーナ

ーをきっかけにまちづくりに関わるかたがどんどん増えてほしいと思いますので、まちづくりといっても何から始め

ればいいか分からないかたは、まずは毎月第 4 日曜日に放送中の『つなげよう！市民のチカラ！』を聴いて、自分に

もできるまちづくりを探してみてはいかがでしょうか。 

そして、この記事をみて『つなげよう！市民のチカラ！』を初めて知ったというかたも、聴き逃してしまったとい

うかたもご安心を！市のホームページ 

（http://www.city.hirosaki.aomori.jp/jouhou/keikaku/kihonjourei/2015-1125-1421-26.html） 

でこれまでの放送内容を掲載していますので、こちらもぜひご覧ください♪ 

みんなのチカラで弘前市をもっと良くしていきましょう！ 
 

 お 城 隊    弘前工業高校 

  <制作>市民ボランティアスタッフ 

<制作協力>弘前市ボランティア支援センター 

〒036-8003 弘前市大字駅前町９番地２０  ヒロロ３F 弘前市民参画センター内 

TEL：３８－５５９５ FAX：３６－１８２２ 

H P：www.city.hirosaki.aomori.jp/volunteershien/ 

情報紙についての意見・感想をお待ちしております。 

 

 

http://www.city.hirosaki.aomori.jp/jouhou/keikaku/kihonjourei/2015-1125-1421-26.html
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